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出席者は記録者が印を付ける。

出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞
· Ｃユニットの扉について修繕依頼していますが、まだ修理完了しておりませんので、患者様が出入りする際、注意して開閉して下さい。

· 物品発注について、依然として在庫管理をアクセスしても在庫一覧が表示されない状況ですが、発注の方は今まで同様でできますので、物品発注は行って下さい。

＜ベッドコントロール＞

· 久保　興介様～本日、西Aユニットへ転出しています。

· 栗谷川　慎平様～本日、東Ｄユニット19号室へ移動しています。

私物、嗜好品は自己管理となっています。

· 中村　るみ子様～来週月曜日Ｂユニットへ移動予定。

週末個室使用する場合はその際に移動可能です。

＜患者様連絡事項＞

· 木村　春雄様～排便困難時と酸素飽和濃度低下時の予測指示8/31まで継続となっています。

· 小笠原　久年様～本日より歯科受診再開となっています。

· 栗谷川　慎平様～来週月曜日よりアルコールプログラム開始の予定です。また、作業療法や

ＳＳＴも開始の指示あり。

＜安ヶ平Ｄｒ診察連絡事項＞

· 高間木　八男様～ＡＺ点眼液1本処方となっています。

· 河原木　泰志様～体重測定、記録の徹底をお願いします。

· 竹内　恒子様～排便困難時の予測指示継続となっています。

· 高橋　礼子様～食事摂取時の口腔内への溜め込み、嚥下不良あり、発語無くなったことから

８/２３より、リントン３㎎→１．５㎎へ減薬予定となっています。

また、予測指示Ａ・Ｂ・Ｃは８/１９～８/３１まで継続となっています。

· 和田　昌様～多弁さあるが易怒性ない為、８：００～１６：００までの開放観察の指示あり。

本日１４：００より実施しています。

喫煙については、朝・昼・１６：００で許可となっています。

＜猪又Ｄｒ診察連絡事項＞

· 奥寺　徹様～足足首部の湿疹に対して、エルタシン軟膏が止めとなり、デルモゾールＧ軟膏

に変更となっています。また、排便困難時のシンラック液の予測指示継続となっています。

· 鹿原　雄一様～１８日～２０日までの２泊の外泊の許可でています。

本人より２４日か３１日には退院したいと希望あり、２４日、１５：１５～面談設定しています。父様、母様、妹様が来院されます。

明日、血中濃度バルプロ酸ナトリウム検査の指示あり。

＜隔離入室患者様ケース検討＞

· 畑中　成夫様～終日隔離継続中。本日中庭での開放観察実施しています。

スタッフへの攻撃性や自傷行為なく穏やかに過ごされています。

引き続き開放観察実施できる際は実施し、気分転換を図っていきましょう。

· 杉澤　恵子様～時間隔離継続中。開放観察時、他者への干渉、興奮・易怒性なく穏やかに過

ごされています。

· 山上　賢一様～終日隔離継続中。本日ホールにて開放観察実施しています。

スタッフオフィスへ入ろうとすることあり介入要しています。他者とのトラブルはなく終了しています。

＜ＳＳＴ評価及び検討＞

· 中村　るみ子様～８/１８より、２グループへ導入となります。

· 木村　ミワ様～８/１８より、３グループへ導入となります。

· 蛯名　秀記様～８/１８より、２グループへ導入となります。

· 鹿原　雄一様～８/１８より、１グループへ導入となります。

＜安ヶ平Dr症例検討＞

種市　久子様（４６）

病名：統合失調症・軽度知的障害　　　　入院形態：医療保護入院
本人の希望：中島アパートに帰る。
現在の様子
活動性の低下あり。日課には声かけを要している。

夜間不眠の時は、朝、なかなか起きれない事もある。

プログラムやＯＴの積極性に欠け、拒否が多い
疎通もとれる時と、無言で何も答えない事もある。

他室侵入や他者の私物を盗るなどの迷惑行為もあり、介入を要している。

内服に関しては拒否があり、飲み物に混入し対応している。
家族について：元夫とは全く交流なく、元夫と子供とも交流がない。

長男は美光園･高校2年在学中。

長女は公立もみのき学園七戸養護学校高等部3年に在学中。

主治医の治療方針

児童相談所より、子供と接触させないようにいわれているため、

長男が高校卒業するまでは入院治療継続。

長期的入院が予測される。

検討された支援方針
・これまでのＡＤＬ・生活指導や精神科リハビリテーションの継続

・本人の子供に関して児童相談所や福祉事務所とも連携を図る

・家族調整・・・引き続き、保護者の弟と連絡をとっていく

抽出された問題点

入院前に住んでいた中島アパートに、本人の荷物を保管。

三戸町から生活扶助・住宅扶助を受けている。

今後、入院前に住んでいた中島アパートに単身生活は非常に困難。

精神障害もある知的障害の施設入所は、現実的には非常に難しい。

保護者の弟ともなかなか連絡がとれていない。

今後必要とされる支援

· 確実な服薬と精神科リハビリテーションの継続

· ＡＤＬ・生活指導
· 状態に応じた環境調整
・　家族調整・・・引き続き、保護者の弟と連絡をとっていく。

· 本人の子供に関して児童相談所や福祉事務所とも連携を図る

